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１．目的 

  下水道の普及によりし尿及び浄化槽汚泥の収集量は年々減少し、収集業者

の経営に影響を及ぼしている。その影響への対処は業務に携わる業者の経営

努力を基本とするが、本市は、「下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の

合理化に関する特別措置法」（以下「合特法」という。）に基づき、その経営

実態に即した支援策を実施する必要がある。将来にわたり、し尿及び浄化槽

汚泥の適正な処理を確保するとともに、し尿及び浄化槽汚泥収集運搬業者の

業務の安定を保持することや、経営の近代化及び規模の適正化を図ることを

目的として、本計画を策定する。 

 

２．新潟市の状況（令和 2 年 4 月 1 日現在） 

  人 口 ： 793,138 人 

  世帯数 ： 341,240 世帯 

  面 積 ： 726.46 ㎢ 

  

３．一般廃棄物処理業務等の沿革及び現在の状況 

  し尿等の収集運搬業務は昭和 41 年から委託制（浄化槽汚泥は許可制）とな

り、現在に至っている。 

  本市では合特法の制定に先立ち、昭和 44 年に旧新潟市で、収集運搬業者の

規模適正化による経営の安定と効率的な、し尿収集運搬業務の確保を図るた

め、㈱新潟市環境事業公社を設立した。当時の 28 業者中 16 業者が参加し、

廃業した業者には、㈱新潟市環境事業公社が廃業補償を行い、市は債務保証

や利子補給などの財政的援助を行った。 

  平成 17 年度の市町村合併により、収集運搬業者は 33 業者に増加し、実稼

動車両台数 84 台で収集・運搬が行われた。 

  し尿の要処理量については、平成 27 年度に 18,903kl あったものが平成 30

年度では 15,213 kl と約 20％減少し、浄化槽汚泥の要処理量についても、平

成 27 年度に 80,684kl あったものが平成 30 年度では 75,496kl と約 6％減少

している。令和 3 年度以降は、下水道整備区域の見直しを図る計画があり、

一部市街化調整区域が下水道整備区域から除外される。それにともない、急

激な減少は避けられるものの、今後も緩やかに減少は続くと予想される。 

 

４．平成 28 年 3 月策定の合理化事業計画の成果 

  平成 28 年 4 月に 23 社あった、し尿収集運搬業者は、令和 3 年 3 月に 6 社

まで統廃合が進み、またし尿の収集運搬にかかる車両については、目標の 13
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台となり、多くのし尿収集運搬業者の協力のもと、達成したものと評価する。 

 

５．下水道整備の見通し 

  本市の下水道水洗化率は令和 2 年度で 78.9％である。 

令和 3 年度以降、本市は下水道整備区域の見直しを図り、市街化調整区域

内で、下水道整備未着手の地域は合併浄化槽へ移行する方針である。 

 

６．し尿等の要処理量の見通し 

本市のし尿等の要処理量は、一般廃棄物処理基本計画では別表 2（P.6）の

とおりである。 

なお、今後、下水道整備区域の見直しが進むことにより、現段階では、し

尿等処理量の急激な減少は避けられるものと思われるが、今後も緩やかな影

響は受けるものと予測される。 

 

７．一般廃棄物処理業の経営の見通し 

  本市におけるし尿収集運搬業務は委託制、浄化槽汚泥収集運搬業務は許可

制である。 

  下水道整備区域が見直しされることにより、委託業務と比較すると許可業

務の受ける影響が緩和されるものと思われる。 

 

８．し尿等の処理体制の水準 

  下水道整備計画の見直しの影響を受けるが、現段階では、年度別のし尿等

要処理量は別表 2（P.6）のとおり推移すると予測され、し尿の処理体制は別

表 3（P.7）のとおり影響を受けるものと見込まれる。 

 

９．合理化事業の内容 

（１）目標 

   本市における一般廃棄物処理業者等に対する目標は下記の通りとする。 

・し尿収集運搬業者自らが事業の再編を確実に進める 

・市からの委託だけに頼らない、自立した経営の合理化を図る 

・し尿収集体制の最適化や経費の削減を実施する 

・下水道整備計画の見直しを背景に、実行に当たっては、終期を見据え取

り組む 

   また、浄化槽汚泥の収集運搬に係る車両については、支援策である代替

業務の提供により、業者間の統廃合など自主的な業界再編を促し、減車を
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図るものとする。 

（２）対象事業者 

   別表 1（P.5）の一般廃棄物処理業者（し尿）を対象とする。（以下「対象

事業者」という） 

（３）実施期間 

   令和 3 年度から令和 7 年度までの 5 年間とする。 

（４）実施方法 

   本市は、本計画期間中、次の支援策を実施する。 

①  事業の転換のための援助 

対象事業者が事業の転換を図る場合において、次のような業務を提供し、

当該業務に必要な知識、技術、経験等に留意しつつ、転換先の業務とし

て活用する。 

    また、業務への転換が円滑に行われるよう、従業員に対する必要な資

格の取得や近代経営等のための研修等の援助策を講じる。 

   ア 廃棄物処理施設等の維持管理業務 

   イ 廃棄物等の収集運搬業務 

   ウ 公共下水道施設の汚泥等運搬業務 

   エ 農業集落排水施設の汚泥等運搬業務 

   オ 公設浄化槽保守管理業務 

   カ その他本市が民間事業者に委託することができる業務 

  ② し尿等の収集運搬業務の効率化のための措置 

   ア し尿収集運搬車両の専用化 

   イ し尿収集運搬委託料の年額制 

③ 事業再編計画の策定 

対象事業者は、市の合理化事業計画を踏まえ、業務体制の合理化を図る

ため事業再編計画を策定するものとする。 

 

１０．その他 

 （１）本計画の変更、中止等 

社会情勢や業者間の実情等により本計画を変更する場合は、速やかに一般

廃棄物処理業者等と協議を行い、市民サービス・行政サービス向上を基本に

本計画を変更する。 

また、本計画の履行が困難となったときは、本計画を中止する場合がある。 
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（別表１）

令和2年4月1日現在
業  者  名
代表者名

所在地
保 　有
車両数

備考

株式会社　新潟市環境事業公社
代表取締役　横山　正直

新潟市西区小針7丁目13番13号 3

環境整備　株式会社
代表取締役　善宝　絵梨

新潟市北区葛塚4677番地 2

株式会社　横山
代表取締役　横山　仁幸

新潟市西区金巻1142番地1

有限会社　クボタクリーン
代表取締役　窪田　操

新潟市江南区曙町3丁目12番12号

有限会社　ひまわり
代表取締役　土田　重孝

新潟市秋葉区下新170番地 4

株式会社　クリーン公社
代表取締役　成田　学

新潟市西蒲区横曽根1440番地 3

13

一般廃棄物処理業者（し尿）名簿

合計

1
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（別表３）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

年間し尿要処理量 （ｋｌ） 11,907 11,038 10,286 9,568 8,968

計算車両台数　　　　　　　　　 （台） 13 13 12 12 11

要処理車両台数 （台） 13 13 12 12 11

要減車車両台数 （台） － － 1 － 1

減車計画台数 （台） － － 1 － 1

委託車両台数 （台） 13 13 12 12 11

　注　1　年間し尿要処理量

　　　 2　計算車両台数 ：　１台当たりの年間適正収集運搬量を基準として収集地区ごとに計算した

　　台数

　　　 3　要処理車両台数 ：　収集地区ごとの収集実態を踏まえて確定した合計台数

　　　 4　要減車車両台数 ：　前年度要処理車両台数　－　次年度要処理車両台数

　　 　5　減車計画台数 ：　新潟市合理化事業計画によるもの

し尿の処理体制の水準及び見通し

年度

：　別表２「生活排水処理形態別人口推計とし尿・浄化槽汚泥の発生予測」
による
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関係資料集 

１.下水道に関すること                          

（１）第二次新潟市下水道中期ビジョン 

http://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/jyogesuido/gesui/keikaku/vision/2nd_vision

_sasshi.html 

 

（２）公共下水道の供用及び処理開始区域 

http://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/jyogesuido/gesui/keikaku/vision/kyouyoukai

shikuiki.html 

 

（３）総合的な汚水処理の推進 

http://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/jyogesuido/gesui/keikaku/vision/geke.html 

 

２.一般廃棄物処理に関すること                      

（１）一般廃棄物処理基本計画 

http://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/gomi/keihatsu/keikaku/kihonkeikaku/R2.html 

 

（２）清掃事業概要 

http://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/gomi/keihatsu/keikaku/seisojigyo/gaiyou/in

dex.html 

-14-





 

 

 
 
 

     

事業再編計画書 
 
 
 

期 間 令和３年４月 １日 

令和８年３月３１日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ３年４月１日 

一般社団法人 新潟市環境整備推進機構 

代表理事   佐藤 淳雄 



１ 目 的 

   事業再編計画（平成２8 年4 月から令和３年３月）に基づき、し尿収集運搬業者の

再編を予定通り履行した。この度、市が策定した合理化事業計画（令和３年度から令

和 7 年度）では更なる事業再編を進め、令和７年度に向けてし尿要処理量及び収集件

数に見合う体制にする。 

 

２ 現状と課題 

下水道整備計画の見直しに伴い、し尿要処理量及び収集件数は今後も緩やかな減少傾 

向の影響をうけると予測される。 

また、今後し尿収集業者は、市からの委託だけに頼らず、自立した経営の合理化を図 

る事が必要とされる中、現状は新たな事業進出のベースとなる人・物・金等の企業力 

が備わっていないため極めて厳しいものがある。 

（１）具体的な課題 

  ①減少対応 

   し尿のくみ取り量が減っても収集件数が変わりなければ、収集の作業に係る役務は

変わらず、むしろ収集件数が減ることによる作業効率低下の懸念があり、今後は量

ではなく収集件数で減少率を把握することが適切である。 

この度、市から示されている減少推移（予測）は量という要素のみで、今後、推進 

機構としては収集件数という新たな要素からもシミュレーションを行い、必要台数 

の把握に努める。 

②業者の自立 

  現状、各業者を企業力という観点からとらえると、新規事業のノウハウ取得や、資

本投資等が難しく中⾧期的なビジョンに基づき相当な努力が必要となる。 

 



３ 再編計画内容 

（１）目 標 

①し尿収集運搬業者自らが事業の再編を確実に進める 

市が策定する合理化事業計画を受けて、推進機構が進める事業再編計画を確実に 

進める 

②市からの委託だけに頼らない、自立した経営の合理化を図る 

経営アドバイザー等による新規事業参入の模索や勉強会の実施（各業者）等を行 

い、自立に向けてノウハウの蓄積及び実践を行う。 

③し尿収集体制の最適化や経費の削減を実施する 

車両について、令和５年度までに１２台、令和７年度までには１１台とする。 

事業者について、令和７年度までには１者もしくは２者とする。 

④下水道整備計画の見直しを背景に、終期を見据え取り組む 

  

（２）実施期間 

   令和３年４月１日～令和８年３月３１日 

 

４ 行政からの支援措置 

  推進機構が、自立した運営が出来るように、現行代替業務・転換業務は勿論、その他

の民間委託が可能な業務で提供が可能なものは推進機構の業務としての位置づけをし、

その上で各業者の自立を目指す 

 

 

 

 



５ スケジュール 

  Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

 年間汲取予測 11,907 11,038 10,286 9,568 8,968 

 事業者数 6 統廃合を進める 

 車輌台数 13 13 12 12 11 

 

 


